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質 の TMV 感染阻止効 果を 比 較 す る と，界面活性剤で は

α
一オ レ フ ィ ン ス ル ホ ン 酸 ナ ト リ ウ ム が ， ア ＝ オ ン ポ リ

マ ーで は ア ル ギ ン 酸 ナ ト リ ウ ム や ポ リ ア ク リ ル 酸 ナ ト リ

ウ ム が ， カ チ オ ン ポ リ マ ー で は ポ リ（2一メ タ ク リル オ キ

シ ニ チ ル ト リ メ チ ル ア ソ モ ； ウ ム グ ロ ラ イ ド） （以 下

MOEA ・TMC と略す）が高 い TMV 感染 阻止効果を示

した ．そ の な か で も，カ チ オ ソ 四．級 ア ン モ ニ ウ ム ポ リマ

ー
で あ る MOEA ・TMC は ，最 も強 い 活 性 を 示 し た ，そ

　＊

抗植物 ウ イ ル ス 剤 に 関 す る 研究 （第 2 報）

　　 Studics　on 　Antiviral　Substances 　for　P ］ant 　Virus

　　 （1
，

art 　2）

こ で ， ポ リ（メ タ ク リル オ キ シ ア ル キ ル ア ン モ ニ ウ ム ）お

よ び ポ リ （ジ ア リル ア ソ モ ニ ウ ム ）を供試 し ，
TMV 感染

阻 止 効果
2”’6）と そ の 作用性 に つ い て 検討 し，興味 あ る結

果 を得た の で 報告す る．

実験材料 お よ び方法

　供試物質 ： 市販畆 あ る い は 著者 らが合成
7 ）した 試1ミ：トを

用 い た．樹脂分 20・−40％ の 製剤 か 純度 95％ 以 上 の 原

体を 蒸留水 で 希釈 し て使用 し た ．純度 は ， 仕込 み モ ノ マ

ー
量 か ら換算 し た ．回転粘度 は ，ピ ス メ トロ ソ VS 型粘

度計 （芝浦 シ ス テ ム 社製）で ，No ・1 ロ
ータ ーを 用 い ・

20°C で 測 定 した ．

　供試 ウ イ ル ス ： TMV 普通系 （TMV
−OM ）の 純化 した

も の を使用 し た．
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　検定植物 ： 局 部 感 染 タ バ コ （N ぬ 晦 α照 tabaeum 　L ，

cv ・Xanthi −nc ）と 全 身感．染 タ バ コ （N ゴoo ピz：ana 　 tabacum

I．．cv ．　 BI・ight　Ycllow ）を川 い た．

　試験方法 ： 局 部病斑形 JJk　IE止効果 の 検 定 に は 前処理

法
B・e）お よ び 混合接陲法

B・9）を ， 全身感染阻．止効果 の 検定

に は 土壌接種法 を 用 い た ．ま た TMV と薬剤 の 直接的 な

反応 を 調 べ る た め に Tハ1V 凝集力試験 を 行 な っ た ，

　1， 前 処 理 法

　本葉 4 − 5 枚が 完全展開 し た Xanthi −Ilc 苗 を川 い
，

そ の 半葉を無処理 対照 と し ， 対 半葉 に 薬液 を 絵筆で 塗 布

し た （半葉法）
1° ）．風乾 後， カ ーボ ラ ン ダ ム （600 メ ッ

シ ュ ）を葉 の 表 面全体 に ふ りか け ，
1！15M リン 醐 難 腋

（pll　7．0）で希釈 した 0．25
μg！ml の TMV を なす りつ

け接種 した ．接種後 ， 葉 を 水洗 し ， 3 〜4 凵間温室 に 置

い た 後 ， 形成さ れ た 局部病斑 数を測定 し ， 無処 理 区 に 対

す る感染阻止率を算出 した ．感染阻止率 〔％）＝ （1
− xi ／

’
）

× 100．た だ し ，
x お よ び y は そ れ ぞ れ処理 区お よ び無

処 理 区 の 病斑数 とす る． 1 回 の 試験 に は 2 ポ ッ ト （8 葉）

を供試 し， 2 回 の く り返 し の 平均値 を 結果 と し た ．こ の

よ う な ， 薬剤を TMV 接種 の 前に処理 す る試験法 は ， 前

処理法と呼ばれ て い る
S・D）．

　 2． 混合接種法

　Xanthi −nc の 葉表 面 に ， あ ら か じ め カ ーボ ラ ン ダ ム

（600 メ ッ シ ＝）を ふ りか け て お き ， そ の 半葉 に は ユ！15M

丿ソ 酸緩衝液 〔pH 　7，0） で希釈 した TMV と供試薬剤の

混合液 を ， 混合 1 − 2 時間後 に ，対半葉 に は対 照 と し て

O ・25　ptg！m1 の TMV を なす りつ け接種 し た
10）．そ の 他

の 点 に つ い て は 前処 理 法 の 場合と同様 で あ る．こ の よ う

Table
　l　 Inhibitory 　activjty 　of 　poly （mc 七haei・yloxyalkyl 　ammollhlm ）applied 　before　TMV 　hl−

oculation 　to　Xanthi −11c ”） 〔Pre−trea．tment 　metllod ）．

　 　 　 CH3

伽 ・
一
÷い 旱

　 　 　 COOR1 −N −R2
　 　 　 　 　 　 　 1　　　 　　 ＿
　 　 　 　 　 　 　 R3　 　 　 X

Inbibition　（o／o ｝
Rl R2 R3 X Code

2，000　　　1，000 　　　500
ppm 　 　 ppm 　 　 ppm ．

CI．1zCH2
　　 tt

〆〆

’tCH2CH2CH2

　　 1」

”

ノノ

”

　　 CH3
　 　 　 1CHrC

　 　 　 　

　 　 CH3
　　”

”

CHs

ノノ

i’

C2Hs
”

CHa
！ノ

ノ1

！ノ

’！

”

H
”

CH3
’ノ

lI
〃

CH3
〆ノ

〆〆

II
〃

CH31
’

’ノ

H

’rCII3

！〜

　 Cl

ユ12SO4
CH3SO4

　 Cl

　 Cll

！2so4

CHsSO4

　 Br

　 Cl

　 Cll12
　SO4

CHsSO ｛

　 Br

　 Cl

CI

1！2SO4

C ．HaSOt

　 Cl

MOEA ．DMc

MOEA ．DMS

ム
．
［OEA ・TM ．XIS

MQEA ・TMC

MOEA ・DEC

MOEA ・DES

MOJItA ・DEMs

MOEA ・DEMB

MOEA ・DEMC

MQPA ・DMC

MOPA ・DMS

hlOPA ・TR 【MS

MOPA ．TMB

MOPA ．TMC

1．r．OBA ・D ）IC

MOBA ・DMS

］IOBA ．TMMS

MOBA ．TMC

7305659728232657775776766666

79

84

亠

0

778

17534107555766

52

20

」

ρ
り

广
U

61

FO7

ρ
0

776

19655243554

ム

3
ハ
b4

晶

36

戸
09
ρ
05

46

683FJ7

ρ
0

a ） Chemicals 　wcre 　 apP ］ied　apProximatcly 　3　hr　prior　to　TMV 　inoculation．
b ） Apparel1 し viscosity 　a七 2，0UO　pplll　 was 　 bctween 　 5　 and 　20mPa ・sec ．
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な ， 薬剤 と TMV をあ らか じ め混合 し て か ら接種す る試

験法は，混合接種法
8・9）

と呼 ば れ て い る．

　 3． 土壌接種法

　TMV 罹病 タ バ コ 葉 （Bright　YeUow ）の 乾 燥 粉 末 を

O．5g 混合し た 汚染土 壌 11 に
， 薬 液 （2，000　ppm ＞ を

50　ml 処 埋 し て か ら，圃場 の 植穴 に 入 れ た ．そ こ へ
， 薬

液 （2 ，000pPm ）を あ ら か じ め 50　ml 散布 し た Bright

Ye ］10w 苗を 移植 した ．各株 の 間隔 は約 50　cm と っ た ．

約 2 週間後 か ら発病 が 始 ま り， 1 カ 月 後 に 発 病株率 の 調

査 を行ない ，無処理 区 に対す る 感染阻止率 を算出 した ．

感染阻．止率．（％）＝（1
一
功 ）x100 ．た だ し ，

κ お よ び y は

そ れ ぞれ 処理区 お よ び 無処 理 区 の 発病株率 と す る．試験

は 5 月 か ら 8 月 に か け て 2 回，無被覆栽培 で 行 な い ，移

植約 10 日 後 に 除草 を行な い ， 晴天 ロ に は 毎夕灌水 を行

な っ た ，1 回 の 試．験 に は各区 16 株 を 供試 し た が ， 移植

直後 に 土壌害虫の被害に 会 い ，各区 の 供試苗数 に ば らつ

き を 生 じ た ． 2 回 の 試 験 の 合計を結果 と した ．

　4． TMV 凝集力試験

　蒸留水 に 懸濁 し た TMV （200　tx　s，　，／　tnl ） と薬 液 を 3ml

ず つ 混合 し ， 1 分 間激 し く攪拌 した ．そ の 後 ，
12

，
500x

g で 30 分 間 遠 心 分離 し，」．1清 の 260nm に お け る UV

吸収 を測定 し ， 沈殿率を算出した ．沈殿率 （％）＝ 工一（T

− Bi！B 。）× 100．た だ し ，　 T お よ び Bi，　 B 。は それぞれ

TMV と薬剤 の 混合液 お よ び 薬液 ，
　 TMV 液 の 上 清 の

260 　 nm に お け る吸光度 とす る，

Table 　2　1nhibitory 　activjty （）f　poly（methacry1
−

oxyalkyl 　ammollium ）app 王ied　to　Xanthi −nc 　with

T魯IV　inoculun1 （Mixture 　Inethod ）・

Inhil〕ition （％）

（）11enlicalS 0 ，1PP
皿

0 ．05　　　0．02
PPIll　　　PPIn

MOEA ．DMC

MOEA ・DMS

MOEA ・TMMS

MOEA ・TMC

MOEA ・DEC

M （二）EA ・DES

MOEA ・DEMS

MOEA ・DEMB

MOEA ．DEMC

MOPA ・DMC

MOPA ・DMS

MOPA ・TMMS

MOPA ・TMB

MOPA ・TMC

MOBA ・DMC

MOBA ・DMS

MOBA ．TMMS

MOBA ・TMC

9757927871778508878999899999999999996768229254941486236759478995399938890069030086534034745

　

　

2

　

　

15435785

　

24

実　験　結　果

　1． ポ リ（メ タ ク リル オ キ シ ア ル キ ル ア ン モ ニ ウム ）の

　　　 TMV 感染阻止効果

　ポ リ（メ タ ク リル オ キ シ ア ル キ ル ア ソ モ ニ ウ ム ）を合成

し ，
TMV 感染阻．止効果 の 検定 を行な っ た．前処理 法 に

お け る 結果は ，Tab］．c　1 に 示 した ．2 ，000　PPm か ら 500

ppm ま で の す べ て の 濃度 に つ い て み る と ， ポ リ（3一メ タ

ク リ ル オ キ シ
ー2一メ チ ル プ P ピ ル ー2一ア ン モ ニ ウ ム ）（以 下

MOBA と略す） が 高 い 活性 を 示 し た ． と く に ， ト リ メ

チ ル ア ン モ ニ ウ ム メ チ ル サ ル フ ェー ト （以 下 MOBA ・

TMMS と略す）は，500 　ppm で も高 い 活性 を 示 した ．

混合接極法に お け る結果は ，
Tttble　2 に 示 した．木試験

の 場 合 に は ，ポ リ （3一メ タ ク リ ル オ キ シ プ ロ ピ ル ア ン モ

ニウ ム ）（以下 MOPA と略す）の な か で ， ト リ メ チ ル ア

ン モ ニ ウ ム 塩 が 若干高 い 活性 を 示 した ．他 の 化合物 に お

い て も ， ト リア ル キ ル ア ソ モ ニ ウ ム 塩 の ほ うが ， ジ ア ル キ

ル ア ン モ ニ ウ ム 塩 よ りも高 い 活性 を示す傾向で あ っ た ．

　2． ポ リ（ジ ア リル ア ン モ ニ ウ 厶 ）の TMV 感染阻止

　　　効果

　ポ リ （ジ ア リ ル ア ン モ ニ ウ ム ） の TMV 感染阻止効果

を検定 した （Table 　3）．前処 理 法 に よ る
．
効果を み る と，

ジ メ チ ル ジ ア リル ア ソ モ ニ ウ ム ク P ラ イ ド （以下 MAA

と略す）と （3一ク PP −2一ヒ ド卩 キ シ ）プ ロ ピ ル ジ ア リル

ア ミ ノ塩酸塩 （以下 PAA と II各す） と の 環化重合 物 （仕

込 み モ ル 比 6 ： 1
， 以下 CMPA と略す） お よ び ポ リ（N ，

AL ジ メ チ ル
ー3，5一メ チ レ ン ピ ペ リ ジ ニ ウ ム ク 卩 ラ イ ド）

が 高 い 活性 を 示 し た ．混合接種法 に よ る 効果を み る と，

O．1PPm ，　O．05　PPnl 両 濮度に お い て ，
　 CMPA とポ リ（N ・

N 一ジ メ チ ル ー3， 5一メ チ ル ス ル ホ ニ ル ピペ リ ジ ニ ウ ム ク ロ

ラ イ ド）が高 い 活性 を 示 した ．

　3． MAA と PAA の 仕込み モ ル 比 と TMV 感染阻止

　　　効果 の 関係

　前処理 法 ， 混合接種法 の 両試験 で 高い 活 性 を 示 し た

CMPA は ，
　 MAA と PAA の 仕込 み モ ル 比 が 6 ： 1 で

あ る が ， そ の 比 を変 えた ポ リマ
ーを調製し ， 前処理法 に

よ り TMV 感染阻止効果を検定 し た （Table 　4）．　 fi：込 み

モ ル 比 が 6 ： ユ の 場合 に は ， 低濃度に お い て も高 い 活性

を示 した．MAA と PAA の ホ モ ボ リマ
ー

は ， コ
ーポ リ
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Table 　 3　 1nhibitory　 activity 　 of 　po ！y （dia11｝厂111mmOIIiUm ＞against 　TMV 　infection　 on 　Xanthi −11c．乱）

Jnhibition　（？・6）

Chcmicals Pro−treatrnent ｝lixture

2，000pplll　　 l，0〔〕O　pp 皿 500pp 皿 0 ．1ppm 0，05PPln

そOc隴 餓

　 ノ　 　 x

　 CH3 　 CH3 　　C 【

t 。）
）
‘CH2 『s ° ・＞n

　 ／ 　 　 ＼ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＿
　 H　 　CIl3　 　 （：1
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a ） Apparent 　viscosity 　at　2，000　1）pm 　was 　bctween 　3　 and 　 I　e　nlPa ・sec ．

Tab 】e 　4　1nhibitory　activity 　of 　sevcral 　po 正yme1
・
s

changing 　 iu　the　 ratio 　 of ムエAA 　to 　PAA 　 on 　TMV

infection．a ）

喰
c岻 ℃ 叫

ノ 　 　 　

CH3 　C 置13
　　−
　 ClMAA

f 　 　　

HCH2 −
（：H− 〔：H2

　 　 ＿　　　 I　　 l
　CI　　　 OH 　（：l

　 　 PAA

Inhibition　（？・ω
MAAIPAA −．

　
．一．

　　　　　　　2，000ppm 　l，000 　ppm 　　500 　ppm

1107

！16tl4

！11

！13

！70

，11

46175156887776 259868rO5676

ρ
D65

391

？「

684

5576554

u ） Assayed 　on 　Xallthi−nc 　as 　in　Table 　 I．

マ
ー

に 比 べ て 活性 が 弱 か っ た ．

　 4． 全身感染 タ バ コ に 対 す る TMV 感染 阻 止 効果

　ポ リ（メ タ ク リ ル オ キ シ ア ル キ ル ア ソ モ ； ウ ム ） の な

か で，前処 理 法お よ び 混合接種法で 高い 活 性 を 示 した 8

fヒ合物と cMPA を，土 壌接 種法を用 い て TMv 感染 阻

止効果を検定 した （Table　5）．　 CMPA が 最 も 高 い 活 性 を

示 し ，
MOBA ・TMMS が そ れ に 次 ぐ活性 を 示 し た．

　5． CMPA と TMV と の i疑集反応

　CMPA と TMV を試 験 管 内 で 混合 し ， 前述 した TMV

凝集試験法 に よ り，凝集 の お こ り方 に っ い て ， ア ニ オ ン

ポ リマ
ー

の ア ル ギ ン 酸 ナ ト リウ ム と比 較 した （Fig ．ユ）．

共存塩類 の 影響 を少な くす るた め ，緩働液 に よ る p亅1 の

調整 は 行 な わなか っ た が，薬液 の pH の 影響に よ り ， い

ず れ の 反応液 の pH も 6 ．O 〜7 ．0 の 間 で あ っ た ．薬液 と

TMV を 混合す る と ， た だ ち に 白濁 が お こ り， 1 分 間激

し く攪拌す る と フ ロ
ッ ク が 観察 され た ，そ し て ，薬液 濃

度 が 2 ．5ppm を ピ ーク と し て ， それ以上 の 濃度 に なる

と，沈殿率 は 急激 に 低下 し た ．一
方，ア ル ギ ン 酸 ナ ト リ

ウ ム と TMV を混合し た 場合 に は ，
1

，
000　PPm と い う
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Table　5　1nhibitory 　activity 　of　quatcrnary 　ammollium 　polymers 　 a ＄
，ains 七 TMV 　infection　on

the 　 syste 皿 ic　host （Bright 　Yellow ）．
a ）

Cheniicals
No ．　of 　plallts
jnooulated　〔A ）

　　 NQ ．　Qf 　p】ants 　　　　（B ／A ）× 100　111hibltion

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）exhibitcd 　sylllptollls （B ）　　　　 e・1，）

MOEA ・TMMS

MQEA ・TMC

MOEA ・DEMS

MOPA ・TMMS

MOBA ・DMC

MOBA ・TMMS

MOBA ・TMC

MOBA ・DMS

CMPAUntreated
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・・ T。 bacc ・ ・eedli ・ gs　sp ・・y ・d　with 　chemi ・a1 ・ （2，000　PPm ）w ・ ・e　t ・・ nspla1 ・t・d　t・ a ・titi・1・ 11y　 i・・fe・t・d ・。il・

　 whcre 　the　Ghe 皿 icals　had 　beell　predrenchcd ．
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Fig．　l　Sediment 乱 tioll　of 　
厂
fMV 　fronl　tl〕e　mix ・

turc　 with 　the　 chemicals 　 by 　low 　 speed 　 celltrifu −

9tLti【〕n ．
”）

・・） Sediincntation　 ratio 　、vas 　 assayed 　l〕y　measur −

　 illg　the 　optical 　density　of 　the　superllatant

　 after 　tllc　cclltrifugation 　at 　260 　ulu 　（12，500 × 9・

　 30血 n ）．
b ） Na −Alg ： sodium 　alginate ．
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高 い 薬 液濃度 で しか 同等 の 沈殿 率 を 示 さ な か っ た ．

　TMV の 濃度を 変 え た 場合 の 結 果を Fig ・2 に 示 し．た

が ，
TMV 濃 度 が 変化す る と ，凝集 の ピ ーク もそれ に 伴

っ て 移動す る傾 向 で あ っ た ．

　6 ． CMPA の 混合接種 法による TMV 感染阻止効果

　CMPA の 混合接 種法に よ る TMV 感染阻止 効果を ，

種 々 の 薬液濃度で ，
ア ル ギ ン 酸 ナ ト リ ウ ム と比較 し た

（Fig，3｝．　 CMPA は ，
　 O ．05　ppm で 80％，0 ．1ppm 以

王 で は 90％ 以 上 の 阻 tE率を示 した．一方 ， ア ル ギ ソ 酸

ナ 1・リウ ム は ，
ユOO　PPTi1と い う高 い 薬液農 度 で も 70％

程 度 の 効果し か 示 さ な か っ た ．

＼
o

」
△

Fig．2　Sediment乱tion　　　　　　　　　　 the 　rrlix −

ture 　 with 　CMPA 　by 】ow 　 spced 　 centrilugation ・の

a ） Scdimentatioll　rutio 　 was 　assayed 　 as 　ill　Fig ．1・

TDN工V 　Conc ．　〔nnal）；　△ ： 50　Ptgfml，　O ：　100μ9！nil，

● ； 200 μ9！luL
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Fig．3　1nhibitory　 activity 　of 　CMPA 　 applied 　to

Xanthi −llc 　 with 　TMV 　 inoculum，

7． CMPA の 前処理 法によ る TMV 感染 阻止効果

CMPA の 前処 理 法に よ る TMV 感染阻．止 効果を ，種 々
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mo 　 250500poomm
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Fi9 ・4　1nhibitr）1’y　activity 　of 　 C遇IPA 　apPljed 　t〔〕

Xanthi −ncbefore 　TMV 　 inoclllation ．

の 薬液濃度 で ，ア ル ギ ソ 酸 ナ ト リ ウ ム と比較し た （Fig．

4）．2，QOO　PP 皿 に お け る 効果を み る と ，
　 CMPA ，ア ル ギ

ン 酸 ナ ト リ ウ ム と も に 90％ 近 い 阻 止 率 を 示 して お り ，

1，000ppm か ら 250pPm ま で の 濃度 に お い て も，効呆

に 大 き な 差 は み られ な か っ た ．

考 察

　 木 実験 に 供試 した ポ リ（メ タ ク リル オ キ シ ア ル キ ル ア

ン モ ニ ウ ム ）の 前処 理 法 ， 混合接種法 ， ±壌接種法の 結

果 で は ， ア ル キ ル 〔Ri）部分 の 炭 素数 が 多い ほ ど活性 が

高い 傾向で あ っ た．ま た ト リア ル キ ル ア ン モ ニ ウ ム 塩 と

ジ ア ル キ ル ア ン モ ニ ウ ム 塩 を 比 較す る と ， ト リア ル キ ル

ア ン モ ニ ウ ム 塩 の ほ う が 高 い 活 性を示 した ．こ の よ うな

結 果か ら，本系統 化 合物 の な か で 最 も す ぐ れ た TMV 感

染阻止効 果を 示 す の は ，
MOBA ・TMMS で あ る と考え

る ．ポ リ （ジ ア リ ル ア ソ モ ニ ウ ム ）の 前 処 理 法 ， 混合接

陸法の 結果で は ，
MAA と PAA の 環 化重合物 の 活性が

高 く，そ の なか で も仕 込み モ ル 比 6 二 1 （CMPA ）が 最
・
も

高 い 活性 を 示 した．CMPA の 全身感染 タ バ コ に 対す る

効果 は ，
MOBA ・TMMS よ りも高 く， 感染阻止剤 と して

す ぐれ た 性 質 を有 し て い る と考え る．

　 そ こ で ，cMPA の TMv 感染阻止作用を ， ア ニ オ ソ

ポ リ マ
ー

で あ る ア ル ギ ソ 酸 ナ ト リ ウ ム と比較 し な が ら検

討 した ． ア ル ギ ン 酸 ナ ト リ ヴ ム は ，
CMPA と比 べ て ，

凝集力試験 に お い て は 弱 い 凝集作用 し か 示 さ ず，混 合接

種法に お い て も そ の活性は 低 か っ た ．しか し ， 前処理法

の 結果 を み る と ほ ぼ 同 等 の 活性 を示 し た ．こ の こ とか

ら，両 ポ リマ
ー

の TMv 感染阻止 の 機構 は 異 な っ て い る

と考え る。

　CMPA の 結果を み る と ， 非常 に 低 い 薬液濃度 で TMV

に 対 して 凝 集作 用 を示 し，TMV 　 IOO　txgi皿 1 に 対 し て

2．5〜5pp1 皿 で ほ ぼ 完 全 に TMV を 凝 集 させ た ．し か

し，薬液濃度 を高 くす る と凝集は み られ な く な っ た ．薬

剤が過剰に存在す る と ， ウ イ ル ス 粒子表面 に あ る吸差活

性 点 は ，す べ て 薬剤粒子 に よ っ て 占め られ て し ま い
，

し

か も ， 薬剤自身は 高分子電解質で あ り， 親水性 が 強 い の

で 保護 コ ロ イ ドの 機能 をあ らわ し て ウ イ ル X 粒 子 を取 り

囲 み ， こ れ を安定化 し，ウ イ ル ス 粒 子 は 分 散状態 を 示

す と考え ら れ る m ．ま た ， あ ら か じ め 薬剤 と 混合 し た

TMV （O．25 μ81m1＞を Xanthi −nc に 接 種す る と ，
0．1

ppm の 薬液 濃度 で TMV の 感染能力を ほ ぼ 完全 に 喪失

させ た ．そ し て ，薬液濃度 を 10ppm ま で 上 げ て も活性

の 低下 は み られ なか っ た ．TMV の 凝集 が お こ ら な い よ

うな高濃度 の 薬液の 処 理 に よ っ て も， ウ イ ル ス の 感染 は

ほ ぼ 完全 に阻止 さ れ る事実か ら判断す る と，個 々 の ウ イ

ル ス 粒 子 表 面 へ の 薬剤粒子 の 吸着が ，抗 TMV 活性発現

の 市要 な要素 で あ る可能性 が き わ め て 高い と考え られ

る．ア ニ オ ソ ポ リ ＝ r・一は 植物 の レ セ プ タ ーサ イ ト と結合

して ウ イ ル ス の 感染を 阻害す る と い う報告
12），葉表面 に

吸着 した ウ イ ル ス は 惑染 に つ な が る行 動 を 示 さ な い と い

う報告
t3）と本実験 の 結果 をあわ せ て 考察す る と ， カ チ オ

ン 四級ア ン モ ニ ウ ム ポ リマ
ー

は ， 葉 の 表面 上 で 個 々 の ウ

ィ ル ス 粒子 の 負帯電 を中和 し ， 葉面 に と ど め て しま う こ

と に よ り ， 抗 TMV 活性 を発現 させ て い る と考 え ら れ

る．

要 約

　 カ チ オ ソ 四 級 ア ン モ ＝ ウ ム ポ リマ
ー

の ポ リ （メ タ ク リ

ル オ キ シ ア ル キ ル ア ン モ ＝ ウ ム ） お よ び ポ リ（ジ ア リル

ア ン モ ＝ ウ ム ） の TMV 感染阻止効 果を ， 前処 理 法 ， 混

合接種法 ，土壌接種法 に よ り検討し た ．

　 ポ リ（メ タ ク リ ル オ キ シ ア ル キ ル ア ン モ ニ ウ ム 〉 の な

か で は ポ リ（3
一
メ タ ク リル オ キ シ

ー2一メ チ ル プ 卩 ピル
ー2一

ト リメ チ ル ア ン モ ニ ウ ム メ チ ル サ ル フ 」
一 ト）（MOBA ・

TMMS ）が ，ポ リ （ジ ア リル ア ン モ ニ ウ ム ）の な か で は

ジ メ チ ル ジ ア リ ル ア ン モ ニ ウ ム ク P・ ラ イ ド （MAA ） と

（3一ク P 卩
一2一ヒ ド卩 キ シ ）プ 卩 ピ ル ジ ア リル ア ミ ノ 塩酸

塩 （PAA ｝と の 仕込 み モ ル 比 6 ： 1 の 環化重合物 〔CMPA ）

が ， 最 も高い 活性を示 した ．そ れ ら の 全身感 染タ バ コ に

対す る 効 果 で は，CMPA が 最 も活性 が 高 く，
MOBA ・

TMMS が そ れ に 次 い だ．

　CMpA と ア ル ギ ソ 酸 ナ ト リ ウ ム を供試 し て ，　 TMV 感

染阻止作用 の 比 較を行な っ た，TMV 粒子 に 対す る凝集

力 や 混合接種法 に よ る試験 で は ，
CMPA が す ぐれ た 効

果を 示 した が ， 前処理法 に よ る試験 で は ， 両 ポ リマ
ーと

も ほ ぼ同等 の 効 果 を 示 し た ．こ れ らの こ と か ら ，
カ チ オ

ン 四 級 ア ソ モ ニ ウ ム ボ リ マ ーは ， ア ニ オ ン ポ リ マ
ー

と

TMV 感染阻止 の 機構が 異な り， ウ イ ル ス 粒 子 表 面 へ 吸
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着す る こ と に よ り，抗 TMV 活性 を発現させ て い る と考

え ら れ る．

　本実験 を行 な うに あた り，種 々 ご 指導 い た だ い た 凵 本

専売公社 中央研究所久保進 博士 ， お よ び 本報告 を 稿 す る

に あ た りご助言 い た だ い た 理 化学研究所本間保男 1啅士 に

深謝 い た し ま す．
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